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ど
は
、
同
じ“
き
く
”と
い
う

漢
字
で
も
違
い
が
あ
る
の
を

ご
存
じ
で
す
か
？
　「
聞
く
」

は
一
般
的
に
意
識
を
す
る
こ

と
な
く
耳
に
入
る
事
を
意
味

し
て
い
ま
す
。「
聴
く
」
は
、

意
識
を
し
て
耳
に
入
れ
る
。

身
を
入
れ
て“
き
く
”事
を
意

味
し
て
い
ま
す
▼
小
学
校
６

年
生
で
習
う“
ま
だ
れ
”广
　

は
建
物
を
表
す
部
首
で
す
。

庁
舎
は
、
行
政
を
執
行
す
る

建
物
を
意
味
し
ま
す
。
庁
舎

の
庁
は
“
廳
・
廰
”
と
書
か

れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
耳

を
傾
け
て
住
民
の
話
を
聴

き
、
行
政
を
執
行
す
る
建
物

が“
庁
舎
”
で
す
。
例
え
ば
、

大
阪
府
は「
大
阪
府
廳
」、
こ

う
書
か
れ
て
い
ま
す
。
役
所

で
働
く
職
員
が
「
聴
く
」
の

姿
勢
を
持
っ
て
住
民
の
声
を

聴
き
住
民
の
た
め
の
行
政
を

執
行
す
る
と
こ
ろ
が「
廳
舎
」

と
い
う
こ
と
で
す
▼
京
都
府

や
京
都
市
、
府
内
の
各
自
治

体
は
ど
う
で
し
ょ
う
？
　
住

民
の
声
を
聴
き
、
住
民
の
た

め
の
行
政
が
行
わ
れ
て
い
る

で
し
ょ
う
か
？
▼
大
阪
府
で

は
、
府
民
に
対
し
真
摯
に
耳

を
傾
け
て
話
を
聴
き
、
行
政

を
執
行
す
る「
大
阪
府
廳
」に

し
て
い
く
絶
好
チ
ャ
ン
ス
！

が
こ
の
春
や
っ
て
き
ま
す
。

大
阪
府
民
の
知
り
合
い
に
声

を
か
け
ま
し
ょ
う
。（
Ｋ
Ｋ
）

私
た
ち
が

日
頃
か
ら
使

っ
て
い
る
漢

字
に
は
、
深

い
意
味
が
含

ま
れ
て
い
る

漢
字
も
あ
る

よ
う
で
す
▼

「
聞
く
」
と

「
聴
く
」
な
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パワハラ
いじめ
雇止め

シフト減らされ
た

解雇

　　　

0120-378-060
（月～金　10時から18時）

京都労働センター
働くお悩み相談

京
建
労
府
庁
包
囲
行
動

2
21

全
国
統
一
行
動

3
9 カシフジ支部のストライキ集会のあ

と、JMITU京滋地本の決起集会を200人
の参加で行い、要求実現へ意思統一。

畑鐵工所分会は回答の大幅上積み
を求めてストを決行。多くの支援
でストライキ集会実施。　　　　

統
一
地
方
選
挙
の
前
半
戦
、
京
都
府
会

議
員
選
挙
、
京
都
市
会
議
員
選
挙
が
間
近

に
な
り
ま
し
た
。

京
都
総
評
は
毎
年
、
京
都
府
・
京
都
市

に
対
す
る
予
算
要
請
を
行
い
、
労
働
者
・

住
民
の
い
の
ち
・
暮
ら
し
守
る
施
策
の
実

現
を
求
め
て
き
ま
し
た
。

長
引
く
コ
ロ
ナ

禍
、
異
常
な
物
価

高
騰
で
私
た
ち
の

暮
ら
し
は
も
う
限

界
で
す
。
賃
上

げ
、
年
金
引
き
上

げ
な
ど
で
フ
ト
コ

ロ
を
あ
た
た
め
、

も
の
を
買
う
力
を
つ
け
て
、
地
域
経
済
を

再
生
し
て
い
く
こ
と
や
消
費
税
減
税
、
イ

ン
ボ
イ
ス
中
止
な
ど
、
国
民
の
暮
ら
し
を

守
る
政
治
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
に
、
岸

田
政
権
は
大
軍
拡
・
大
増
税
を
す
す
め
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。

こ
ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ
、
地
方
自
治
体

が
住
民
の
い
の
ち
・
暮
ら
し
を
守
る
姿
勢

を
鮮
明
に
し
て
行

政
を
す
す
め
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
る

の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

京
都
府
議
会
議

員
、
京
都
市
議
会

議
員
は
、
住
民
の

声
を
背
景
に
京
都
府
、
京
都
市
の
施
策
や

予
算
な
ど
を
審
議
す
る
大
事
な
役
割
が
あ

り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
政
策

や
公
約
を
掲
げ
る
人
が
議
員
に
な
る
の
か

が
と
て
も
重
要
で
す
。

大
事
な
統
一
地
方
選
挙
、
投
票
に
行
っ

て
、
意
思
を
示
し
ま
し
ょ
う
。

23春闘本番。物価高騰を上回る大幅賃上げを求め、３月９日の全国統一行動日に呼
応して単産・地域・職場でストライキ、職場集会、街頭宣伝など多彩に取り組まれ、
相互支援・相互激励行動を展開しました。
要求実現へ、いっそう力を合わせて奮闘していきましょう。

働
き
や
す
い

職
場
づ
く
り
！

賃
金
底
上
げ
！

大
幅
賃
上
げ
！

京建労は、建設労働者の賃金改
善求めて府庁包囲行動を実施、
座り込み行動で要求をアピール
しました。

「
統
一
地
方
選・前
半
戦
」間
近

投
票
に
行
っ
て

意
思
を
示
そ
う

掲げ、多彩な取り組み
「譲れない要求」

街
頭
で
は
ア
ピ
ー
ル
行
動
。

職
場
で
は
黄
色
の
マ
ス
ク

シ
ー
ル
＆
ワ
ッ
ペ
ン
を
つ

け
て
ア
ピ
ー
ル
。

京
都
市
役
所
前
と

白
梅
町
で
街
頭�

ア
ピ
ー
ル
行
動

ストライキ

春闘決起集会

地域でも統一行動に合わせて宣
伝行動を実施。宇城久地区労は大
久保駅前で10人が参加して宣伝
し変えるリーフ３を200枚配布。

近鉄大久保駅前で宣伝行動

宇城久地区労

生
協
労
組
は
各
店
舗
や
配
送

セ
ン
タ
ー
で
ス
ト
ラ
イ
キ
集

会
を
実
施
。
本
部
前
の
ス
ト

ラ
イ
キ
集
会
に
は
多
く
の
組

合
が
激
励
支
援
に
。

５
０
０
人
が

ス
ト
ラ
イ
キ
で
決
起

全国一般生協労組

JMITU畑鐵工所分会

JMITU

31年ぶりにストライキを決行し
た全医労。京都医療センター前
ではストライキ集会を行い、要
求をアピール。多くの労組が支
援に。

指
名
ス
ト

医労連・全医労

京都タワー前で「大幅賃上
げ実現」「JRは安全とサー
ビスを守れ」と要求をアピ
ール。

タ
ワ
ー
前
街
頭
宣
伝

国労京滋

民医労は900人以上がストラ
イキで決起。各単組が参加
して四条大宮で大宣伝行動。

四条大宮で宣伝行動

医労連

福祉保育労

統
一
地
方
選
挙
　
前
半
戦

京
都
府
議
会
議
員
選
挙

京
都
市
議
会
議
員
選
挙

３
月
31
日（
金
）　
告
示

４
月
９
日（
日
）　
投
開
票

３年ぶりのスト決行。各組織か
ら支援に駆け付け、ストライキ
集会で要求実現求める。

京都電車区で指名スト

建交労鉄道本部

50人が参加し、「賃金上げ
ろ！ 政府は賃上げの責任
を果たせ！」とアピール。

統一行動の最後は
四条河原町大宣伝
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ワタシの

�っておき撮

【
応
募
方
法
】
①
画
像
１

枚
、
②
タ
イ
ト
ル
、
③
コ
メ

ン
ト
１
０
０
～
２
０
０
字
程

度
、
④
お
名
前
（
掲
載
は
ペ

ン
ネ
ー
ム
可
）、
⑤
所
属
、

⑥
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
送
り
先
を

書
い
て
、
京
都
総
評
ま
で
メ

ー
ル
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

掲
載
さ
れ
た
方
に
は
図
書
カ

ー
ド（
１
０
０
０
円
分
）
を

贈
呈
し
ま
す
。

写
真
募
集
中
！

掲
載
は

ペ
ン
ネ
ー
ム
Ｏ
Ｋ
！

私
の
連
れ
合
い
は
、

異
次
元
の
温
泉
好

き
で
、
私
や
娘
た
ち
の
日

程
が
合
わ
な
け
れ
ば
、
私

た
ち
を
置
い
て
、
泊
ま
り

が
け
で
一
人
旅
に
出
て
い

ま
す
。�

　

写
真
は
、
奈
良
県
十
津

川
村
の
神
湯
温
泉
、
神
湯

荘
。
連
れ
合
い
曰
く
、

「
秘
湯
感
最
高
。
川
湯
の

大
露
天
風
呂
も
壮
観
だ
」

Ｋ
・
Ｙ

神
湯
温
泉

京
都
民
医
労

原発ゼロへ力をあわせよう

京
大
タ
テ
カ
ン
訴
訟

な
い
」こ
と
や「
ウ
ク
ラ
イ
ナ

戦
争
は
原
発
の
リ
ス
ク
を
改

め
て
示
し
て
い
る
」
こ
と
を

具
体
的
に
指
摘
し
ま
し
た
。

大
島
教
授
は
、「
原
発
は

時
代
遅
れ
に
な
り
、
原
子
力

産
業
は
存
続
の
危
機
に
直
面

し
て
い
る
し
、
原
子
力
事
業

稼
働
、
運
転
期
間
の
延
長
、

新
型
炉
の
開
発
・
建
設
な

ど
、
短
期
間
の
う
ち
に
原
子

力
政
策
を
大
転
換
し
よ
う
と

し
て
い
る
」
と
政
府
の
原
子

力
政
策
を
批
判
し
、「
電
力
価

格
の
高
騰
や
電
力
需
給
ひ
っ

迫
と
原
発
と
は
直
接
関
係
が

市
民
の
取
り
組
み
が

ま
す
ま
す
重
要
に

集
会
で
は
、
龍
谷
大
学
教

授
の
大
島
堅
一
さ
ん
が
「
原

発
は
、も
う
、時
代
遅
れ
だ
」

と
題
し
て
講
演
。
大
島
教
授

は
「
岸
田
首
相
は
、
原
発
再

運
転
48
年
の
高
浜
原
発
か
ら
、
60

㎞
圏
内
に
27
万
６
千
人
が
暮
ら
す
府

北
部
の
５
地
労
協
や
原
発
ゼ
ロ
を
め

ざ
す
市
民
団
体
な
ど
が
主
催
す
る

「
原
発
ゼ
ロ
３
・
12
京
都
北
部
集
会
」

が
、
３
月
12
日
、
舞
鶴
市
総
合
文
化

会
館
で
開
か
れ
、
２
５
０
人
が
参
加

し
ま
し
た
。
集
会
後
の
パ
レ
ー
ド

で
、「
原
発
新
方
針
の
撤
回
を
」「
老

朽
原
発
の
稼
働
反
対
」
の
コ
ー
ル
を

民
団
体
か
ら
、「
中
間
貯
蔵
施
設
建

設
計
画
以
来
の
継
続
し
た
市
民
の
取

り
組
み
」、「
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
行
動

５
０
０
回
の
節
目
に
講
演
会
を
開

催
」
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
集
会

で
は
、
安
全
神
話
を
作
り
出
す
原
発

推
進
方
針
の
撤
回
、
老
朽
原
発
再
稼

働
ス
ト
ッ
プ
、
原
発
ゼ
ロ
の
た
め
に

力
を
合
わ
せ
ま
し
ょ
う
と
ア
ピ
ー
ル

を
採
択
し
ま
し
た
。

大
き
く
響
か
せ
ま
し
た
。

講
演
し
た
市
川
章
人
さ
ん

（
京
都
自
治
体
問
題
研
究

所
）は「
今
国
会
に
提
出
さ
れ

て
い
る
原
子
力
基
本
法
『
改

正
』案
は
、電
力
安
定
供
給
の

た
め
に
原
子
力
を
利
用
す
る

国
の
責
務
を
書
き
込
み
『
エ

ネ
ル
ギ
ー
危
機
』に
乗
じ
て
、

原
発
活
用
の
た
め
の
法
的
枠

組
み
を
つ
く
る
も
の
」
と
指

摘
。ま
た
、戦
争
時
の
原
発
の

危
険
性
や
原
発
が
気
候
変
動

危
機
対
策
の
障
害
に
な
る
こ

と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

宮
津
市
や
福
知
山
市
の
市

京
大
職
組
が
タ
テ
カ
ン
撤
去
の
違

法
性
を
主
張
し
て
京
都
市
と
京
大
法

人
を
訴
え
て
い
る
裁
判
は
、
３
月
13

日
に
第
９
回
口
頭
弁
論
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
撤
去
の
口
実
は
、
条
例
に
よ

る
屋
外
広
告
物
の
面
積
制
限
で
し
た

が
、
京
都
市
が
京
大
法
人
に
行
っ
た

個
人
情
報
も
営
業
秘
密
も
無
関
係
の

は
ず
な
の
に
、
被
告
京
都
市
・
京
大

法
人
は
も
は
や
、
裁
判
に
負
け
て
で

も
開
示
は
絶
対
に
拒
否
す
る
と
い
わ

ん
ば
か
り
で
す
。
指
導
の
時
期
か
ら

見
て
、
撤
去
の
背
景
は
学
生
の
弾
圧

で
あ
り
、
さ
ら
に
、
記
録
さ
れ
た
か

は
不
明
な
が
ら
、
そ
の
ま
た
背
景
に

は
政
治
的
圧
力
が
あ
っ
た
と
疑
わ
れ

ま
す
。
こ
れ
は
吉
田
寮
裁
判
に
も
共

通
し
ま
す
。
組
合
の
タ
テ
カ
ン
の
掲

示
が
長
年
の
慣
行
と
し
て
確
立
し
て

い
た
こ
と
は
、
団
体
交
渉
で
当
時
の

京
大
理
事
も
明
言
し
た
公
知
の
事
実

で
す
。
面
積
枠
も
ゼ
ロ
で
は
な
い
以

上
、
労
使
の
話
し
合
い
が
持
た
れ
る

必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
労
働
者
の
権

利
と
表
現
の
自
由
の
た
め
に
引
き
続

き
が
ん
ば
り
ま
す
の
で
、
ご
支
援
の

ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

市
民
の
取
り
組
み
が
試
さ
れ

て
い
る
し
、
ま
す
ま
す
重
要

に
な
っ
て
い
る
。
市
民
の
力

で
岸
田
政
権
を
追
及
し
よ

う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

AM

　宮津地労協　

　中京地区労　

労
働
組
合
の
姿
を

地
域
に
　
　
　
　

地区労協
の活動

春闘街頭宣伝で
力強く訴え!

労働者のための
確定申告学習会開く
申告納税権について学び、実践

２
月
22
日
、
ミ
ッ
プ
ル
前

で
春
闘
街
頭
宣
伝
を
行
い
ま

し
た
。
宮
津
地
労
協
の
ほ

か
、新
婦
人
、母
親
連
絡
会
な

ど
10
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

宣
伝
で
は
「
労
働
組
合
に

結
集
し
て
力
を
合
わ
せ
る
こ

と
で
、
困
難
を
解
決
し
て
い

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
労
働

組
合
の
力
で
、
賃
上
げ
の
実

現
、
ボ
ー
ナ
ス
カ
ッ
ト
の
撤

回
、
労
働
条
件
の
改
善
な
ど

を
実
現
さ
せ
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
労
働
相
談
セ
ン
タ
ー
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
」
と
訴
え
ま

し
た
。
参
加
し
た
団
体
か
ら

は
「
歴
史
的
な
物
価
高
で
、

年
金
生
活
者
や
社
会
的
弱
者

国
民
の
申
告
納
税
権
を
理

解
し
、
払
い
す
ぎ
て
い
る
所

得
税
を
返
し
て
も
ら
お
う
と
、

毎
年
確
定
申
告
の
時
期
に

「
労
働
者
の
た
め
の
確
定
申

告
学
習
会
」を
開
い
て
お
り
、

今
年
は
２
月
７
日
に
第
一
法

律
事
務
所
を
会
場
に
、
Ｚ
Ｏ

Ｏ
Ｍ
併
用
で
開
き
ま
し
た
。

労
働
者
は
源
泉
徴
収
の
制

度
で
申
告
権
を
奪
わ
れ
て
い

る
こ
と
や
確
定
申
告
の
実
践

を
学
び
ま
し
た
。

（「
中
京
地
区
労
ニ
ュ
ー
ス
」か
ら
）

は
生
活
で
き
な
い
。
消
費
税

引
き
下
げ
な
ど
生
活
応
援
の

対
策
が
必
要
」「
最
低
賃
金
引

き
上
げ
で
全
体
の
底
上
げ
を

図
る
こ
と
が
不
可
欠
」「
大

軍
拡
・
大
増
税
が
狙
わ
れ
て

い
る
。
軍
拡
予
算
の
一
部
を

回
す
だ
け
で
生
活
向
上
、
経

済
の
好
循
環
が
生
ま
れ
る
。

岸
田
政
権
は
政
策
転
換
せ

よ
」
と
強
く
訴
え
ま
し
た
。

（「
宮
津
地
労
協
だ
よ
り
」か
ら
）

か
ら
撤
退
す
る
企
業
が
相
次

い
で
い
る
。
岸
田
政
権
の
原

子
力
回
帰
は
、
原
子
力
産
業

の
延
命
が
目
的
だ
」
と
指
摘

し
、「
原
発
ゼ
ロ
に
向
け
た
！
！

若
狭
の
原
発
動
か
す
な

�

原
発
は
も
う
時
代
遅
れ
だ

労
働
者
の
権
利
と
表
現
の

自
由
の
た
め
に

集会のあと、舞鶴市内をデモでアピールする参加者

タテカン訴訟の
記者会見　　　
（2021年４月28日）

好天に恵まれ、円山音楽堂に1200人集う

バイバイ原発3.11きょうと3
11

原発ゼロ3.12京都北部集会3
12

福
島
原
発
事
故
か
ら
12
年

福
島
原
発
事
故
か
ら
12
年
。
福
島
に
思
い
を
は
せ
、
福
島
原
発
事
故
の
反
省

と
教
訓
を
も
と
に
、
脱
原
発
社
会
を
一
日
も
早
く
実
現
し
た
い
！　

そ
ん
な
思

い
を
込
め
て
、
３
月
11
日
に
「
バ
イ
バ
イ
原
発
３
・
11
き
ょ
う
と
」
が
円
山
音

楽
堂
で
開
か
れ
、
１
２
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

京
大
職
組
副
委
員
長
　

　
髙
山 

佳
奈
子

と
さ
れ
る

行
政
指
導

の
内
容
は

ひ
た
隠
し

に
さ
れ
て

い
ま
す
。

観
光
客
で
に
ぎ
わ
う

繁
華
街
を
ア
ピ
ー
ル
デ
モ

集
会
で
は
、「
政
府
の
原

発
回
帰
方
針
は
大
事
故
へ
の

道
。
世
論
の
力
で
政
府
方
針

を
撤
回
さ
せ
よ
う
」「
省
エ

ネ
と
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

で
気
候
変
動
を
打
開
し
よ

う
。
脱
原
発
社
会
を
一
日
も

早
く
実
現
し
よ
う
」
な
ど
５

項
目
の
集
会
決
議
を
採
択

し
、
京
都
市
役
所
前
ま
で
デ

モ
行
進
を
行
い
ま
し
た
。

観
光
客
で
に
ぎ
わ
う
繁
華

街
を
「
原
発
な
く
そ
う
」

「
再
稼
働
や
め
よ
う
」「
す

べ
て
の
原
発
今
す
ぐ
廃
炉
」

な
ど
を
コ
ー
ル
し
、
プ
ラ
カ

ー
ド
を
掲
げ
て
ア
ピ
ー
ル
し

ま
し
た
。


